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誤嚥・窒息についてのマニュアル  

 

誤嚥とは、食べ物が食道へ送り込まれず、誤って気管から肺に入ること。乳幼児の気管 

の径は１㎝未満、大人は２㎝程度のため、これより大きいと気管の入り口を塞ぎ、窒息の

原因となる。（参考）誤飲：食物以外の物を誤って口から摂取することを誤飲といい、誤嚥と区別する。 

 

 誤嚥（食事中） 

 

○ 保育教諭は、子どもの食事に関する情報（咀嚼・嚥下機能や食行動の発達状況喫食状

況）について共有する。また、食事の前には、保護者から聞き取った内容も含めた当日

の子どもの健康状態等について情報を共有する。 

 

○ 子どもの年齢月齢によらず、普段食べている食材が窒息につながる可能性があることを

認識して、食事の介助及び観察をする。 

 

○ 食事の介助をする際の注意としては、以下のことなどが挙げられる。 

 

 

 

・ ゆっくり落ち着いて食べることができるよう、子どもの意志に合ったタイミングで 

 与える。  

・ 子どもの口に合った量で与える（一回で多くの量を詰めすぎない）。 

・ 食べ物を飲み込んだことを確認する（口の中に残っていないか注意する）。 

・ 汁物などの水分を適切に与える。 

・ 食事の提供中に驚かせない。 

・ 食事中に眠くなっていないか注意する。 

・ 正しく座っているか注意する。 

 

 

○ 食事中に誤嚥が発生した場合、迅速な気付きと観察、救急対応が不可欠であることに留

意し、子ども（特に乳児）の食事の様子を観察する。特に食べている時には継続的に観

察する。 

○ 過去に、誤嚥、窒息などの事故が起きた食材（例：白玉風のだんご、丸のままのミニト

マト等）は、誤嚥を引き起こす可能性について保護者に説明し使用しない。 

 

Point 食事の介助をする際に注意すべきポイント 



〇･どんな食べ物でも誤嚥、窒息の可能性はあるが、特に誤嚥、窒息につながりやすい食材

は以下のようなものである。 

 

① 弾力があるもの → こんにゃく、きのこ、練り製品 など 

② なめらかなもの → 熟れた柿やメロン、豆類 など 

③ 球形のもの → プチトマト、乾いた豆類 など 

④ 粘着性が高いもの → 餅、白玉団子、ごはん など 

⑤ 固いもの → かたまり肉、えび、いか など 

⑥ 唾液を吸うもの → パン、ゆで卵、さつま芋 など 

⑦ 口の中でばらばらになりやすいもの → ブロッコリー、ひき肉 など 

※ その他（教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドラインp21～23参照） 

 

また、大きさとしては、球形の場合は直径4.5㎝以下、球形でない場合は直径3.8㎝以下

の食物が危険とされている。しかし大きさが１㎝程度のものであっても、臼歯の状態によ

って、十分に食品をすりつぶすことができない年齢においては危険が大きく、注意が必要

である。 

 

誤嚥（玩具、小物等） 

 

○ 口に入れると咽頭部や気管が詰まる等窒息の可能性のある大きさ、形状の玩具や物につ

いては、乳児のいる室内に置かないことや、手に触れない場所に置くこと等を徹底す

る。 

 

○ 手先を使う遊びには、部品が外れない工夫をしたものを使用するとともにその子どもの

行動に合わせたものを与える。 

 

○ 子どもが、誤嚥につながる物（例：髪ゴムの飾り、キーホルダー、ビー玉や石など）を

身につけている場合もあり、これらの除去については、保護者を含めた協力を求める。 

Point 食事の介助をする際に注意すべきポイント 

○ 窒息の危険性があった玩具やこれまでに窒息事例があるものと類似の形状の玩具等につ

いては、こども園で情報を共有し、除去することが望ましい。 

 

※･玩具の破損がないように定期的に玩具の点検を 

行い少しでも破損を見つけた場合は、破棄する。 

 

 

 

 

 

 

 


